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運動会，翔太君も秀樹君もがんばったとか，バアバの応援がよかっ

たのでしょう。走るのが苦手だった私，「1等をとった」ことはなく，

お弁当にまだ緑色の所が残るミカンやカキが入っていたことが思い

出です。ということで，今回はカキのお話です。 

天理の町から国道 169号線を南へ少し走

ったところに「刀根早生発祥の地 萱生町」

という大きな看板が立っています。前々か

ら気になっていたこの看板のことを調べて

みようと行ってみました。看板から坂道を

登って行くと今度は「刀根早生柿 発祥の

地」と彫られた顕彰碑があります。 

近くの畑で柿の収穫をされていた人に

「これが刀根早生ですか」と尋ねると「そうです。もうおしまい，次

は平核無（ひらたねなし）です」とのことでした。きょうが最後だと

いう刀根早生柿は平核無柿から生まれた新しい品種なのです。これを

発見された刀根淑民さんのことを聞くと，「お元気ですよ。お宅は山

の辺の道のあたりです」という返事でした。出荷場から少し上に「刀

根」という表札のかかった家があり，「刀根早生を発見した刀根淑民

さんのことについてお聞きしたいのですが」と言うと，「私も親戚で

すが，淑民さんの息子さんがいいだろう」と電話してくれました。そ

して，「今日はどこで仕事してる？」「○○や」といったやりとりのあ

と，「この軽トラに乗りなさい」と畑まで連れて行ってくださいまし
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た。 

以下は，お世話になったお 2人の話と私が調べたことをまとめたも

のです。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

このあたりは昔からカキの産地で平核無柿が作られていた。しかし，

昭和 34（1959）年の伊勢湾台風で多くの木が倒れ，枝が折れた。その

1本に継ぎ木をしたのが刀根さん，これが成長して実をつけた。これ

までの木より色合いもよく 9 月中

下旬には収穫できた。刀根さんは

「枝変わりかも知れない」と観察を

続け，突然変異品種だと確信し，奈

良県農業試験場に調査を依頼した。

なかなか新種と認定されなかった

が，一番色づきの早いこのカキはよ

くめだち，評判になり，接ぎ木して増やしたいという申し出が殺到し

た。昭和 51（1976）年，萱生を訪れた専門技術員の福長信吾さんの尽

力で品種登録の手続きが進み，昭和 55（1980）年，新品種「刀根早生

（とねわせ）」と命名された。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

帰りにもう一度，刀根淑民さんが

継ぎ木された原木を見ました。北側

に伸びる枝には赤く実った刀根早

生柿が，南側にはまだ色づきが浅い

平核無柿が実っていました。 

二酸化炭素で脱渋されて出荷さ
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れるおいしい柿，柿はビタミン Cやポリフェノールが豊富，健康と美

容に良い果物です。「柿が赤くなれば医者が青くなる」とか，いつまで

も元気でお孫さんたちの大好きなバアバでいてください。 

（平成 27年 11月・元保育園長の恭子さん宛て） 

 

☻ⱳ♇♩─  

刀根早生柿顕彰碑は天理市萱生町，国道 169号線を走る奈良交通バ

ス「朝和小学校前」から少し登った所で，東に柿畑が広がっています。 

 

─꞉fiⱳ▬fi♩₈ ≤ ₉ 

生物は自分の持っている形や性質などの特徴を子孫に伝えていき

ます。このような形や性質などの特徴を形質といい，これが伝わって

いくことを遺伝といいます。 

突然変異は親の形質ではないものが子孫に現われてくることで，刀

根早生柿は突然変異によって，平核無柿より果汁が豊富で，適度に柔

らかくなめらかな食感，甘みが強くまったりとした味わいという優れ

た形質をもちました。 

いつまでも，この形質を維持したいということで接ぎ木や挿し木が

行われます。種子から育てる有性生殖では卵細胞と精細胞の両方の遺

伝子を受け継ぎますから，子には違った形質も現れます。しかし，無

性生殖では，親の体の一部をそのまま子にするわけですから，受け継

がれた遺伝子は親と同じです。したがって同じ形質を受け継ぐのです。

刀根さんの手で生まれた刀根早生柿は，接ぎ木や挿し木によって増や

され，奈良県だけでなく，多くの地で栽培されています。そのどれも

が同じ遺伝子を持っているのです。 
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これは，代表的なサクラの品種，ソメイヨシノについてもいえます。

このサクラはエドヒガン系の桜と日本固有種のオオシマザクラの交

配で生まれ，これが接ぎ木によって増やされました。日本国中のソメ

イヨシノが同じ形質をもっているのですから，同じ条件で花を咲かせ

ます。ですから，気象台が発表する桜の開花情報に使われるのです。 

無性生殖の良い話ばかりになりましたが，そうではありません。同

じ形質をもつということは，その形質では対応できない事態が起こっ

たときには全滅といった可能性もあるのです。有性生殖の場合は，親

の両方からの遺伝子を受け継ぎ，様々な形質を持った子が生まれます。

そして，それぞれがその特徴を生かして生きていくのです。 


